
支給労働者
一人平均支給額

前年比
平均

支給月数
支給事業
所数比率

支給労働
者数比率

円 ％ か月分 ％ ％

430,915 △ 2.3 1.21 87.6 91.6

518,205 9.1 1.06 100.0 100.0

516,132 △ 1.8 1.37 89.8 96.2

764,174 0.0 1.87 100.0 100.0

847,022 7.0 2.07 66.7 88.1

407,654 6.5 1.15 100.0 100.0

166,878 △ 8.0 0.81 82.4 89.5

566,765 △ 16.1 1.61 100.0 100.0

698,509 8.3 1.93 100.0 100.0

62,200 △ 38.2 0.41 71.8 75.2

93,609 △ 0.9 0.65 99.2 97.9

772,679 5.5 2.04 100.0 100.0

422,779 3.1 1.28 79.1 86.7

390,527 △ 4.9 1.53 100.0 100.0

152,877 △ 13.6 0.87 80.8 76.4

（注）１

２

３

４

《産業別１人平均賞与支給額等の状況》

生活関連サービス等

複合サービス事業

電気・ガス業

情報通信業

運輸業，郵便業

製造業

サービス業

産業

調査産業計

建設業

卸売業，小売業

金融業，保険業

飲食サービス業等

「支給労働者一人平均支給額」とは、賞与を支給した事業所の全常用労働者一人平均支給額であ
る。

「平均支給月数」とは、賞与を支給した事業所における賞与の所定内給与に対する割合を単純平
均したものである。

「支給事業所数比率」とは、賞与を支給した事業所の全事業所に占める割合である。

「支給労働者数比率」とは、賞与を支給した事業所における全常用労働者の全事業所における全
常用労働者に占める割合である。

医療，福祉

学術研究等

教育，学習支援業

【特別掲載】平成28年冬季賞与の支給状況(事業所規模30人以上)

 （１） 概要

 （２） 産業別支給状況

　この調査結果は、平成28年11月から平成29年１月の「特別給与」のうち、賞与として支
給された給与を抜き出して特別に集計したものである。

　 調査産業計の一人平均賞与支給額は430,915円で、前年に比べると2.3％の減少で

あった。平均支給月数は1.21か月分、支給事業所数比率は87.6％、支給労働者数比

率は91.6％であった。

　 産業別の賞与支給状況をみると、「情報通信業」(847,022円)を最高に、以下、

「教育・学習支援業」（772,679円）、「電気・ガス業」(764,174円)、「学術研究

等」（698,509円）と続いている。
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